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オリエンテーション　事前学習（実施項⽬） フィードバック内容詳細（⾃由記述）

オリエンテーション　事前学習 内容詳細（⾃由記述）

フォローアップ　事後学習（実施項⽬）
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特に対象とする学部はない

大学1・2年生にも積極的に募集を行った

はい

いいえ

いいえ 支給なし

全てオンラインで実施

【実務体験】実際の業務を全て実施　【その他】職業適性・自己理解などを深めるワーク　【その他】人事や社員による講義・レク
チャー　【その他】就職活動に対するアドバイス・レクチャー

カンボジアの課題を見つけ、クラウドファンディングで資金を集め、解決するところまでを学生だけで体験してもらうプログラムで
す。
我々は学生にカンボジアの小学校や障害者施設を紹介します。
学生は彼らにオンラインでヒアリングを行い、現在の状況を把握し、課題を発見します。
発見した課題の解決にいくらかかるかを算出し、その資金を集めるためにクラウドファンディングを行います。
集まった資金で課題解決を行うまでを体験してもらいます。

ちなみに、第一回のプログラムでは50万円あつめて小学校にトゥクトゥク（オート三輪）を購入。第二回は30万円で障害者施設の家賃
を提供。第三回は30万円あつめて小学校に泥棒に盗まれたPCやプリンタを提供。第四回は38万円集めて孤児院の子供が参加できるデザ
インコンテストを開催することができました。

我々は学生に対し、紹介だけではなく「事前の診断テスト→個人面談」「クラウドファンディングやヒアリングの方法についての講
義」「体験談を発表するプレゼン講座」を提供します。
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社長　若手社員　社外の人（お客様、取引先など）

プログラム開始前に、学生に事前診断テストを受けてもらいその内容を元に弊社社員から学生へのアドバイスを行います。
学生の得意なことを伝え、それをいかせる職種を紹介し、その仕事をするために必要な経験を得るため、本プログラムでどのような役
割をすべきかを伝えます。

プログラム期間中は、クラウドファンディングやヒアリング、Webライティング、SNSマーケティング、プレゼンなどを講義形式で教え
ます。

「自分たちがよいと思うことではなく、支援される側がよいと思う事を行え」と伝えています。
そのために、カンボジアの小学校や障害者施設のスタッフ・社長の人としっかりと対話するするよう促し、そのための方法を丁寧に教
えます。

目標設定から進捗管理、目標達成まで、自分たちでやり方を考え、確認し、ゴールに向かって進めるような仕組みにしています。
そのために、進捗管理の方法などはしっかり教えます。業務が滞っている場合のみ弊社スタッフからの介入を行いますが、原則、学生
の自主性を重んじます。

また、目標設定、金額設定、ヒアリング、Webページ作成と、小さなゴールをたくさん作る事により、学生に常に次やるべき目標を提示
するようにしています。

学生の動きによって常に教えるべき事を変えています。
教えすぎてしまっても自主性がなくなり、教えることが少なすぎても動けなくなるため、進捗を確認しながら常にカリキュラムを微調
整しています。

業界・企業・仕事内容の説明　インターンシップの内容説明　社長の講演　インターンシップ参加目的の明確化　学生1人ひとりに対する
目標設定　職業適性・自己理解などを深めるワーク　人事や社員による講義・レクチャー　就職活動に対するアドバイス・レクチャー

弊社インターンは、ただ教えるだけ、ただ擬似的にやるだけではなく、実際にお金を稼ぎ、実行し、カンボジアの人たちの生活を少し
でも改善させることに重きを置いています。
これを行うことで、学生に「自分にもできた」という自信を持ってもらいます。

グループに対する口頭でのフィードバック　個人に対する口頭でのフィードバック

1時間以上 プログラム期間の最初と最後に行った

最初は、参加学生の評価と目標設定を明確にするようにしています。
診断テストの結果をふまえ、どのような業務が得意かを明確にし、その得意を活かせる仕事は何かを伝えます。
その仕事をするために必要な経験を積むために本プログラムでやることを伝えることで、学生の目標を明確にします。

学生自身によるインターンシップ経験の振り返り・学びの言語化　学生全体に対する評価・フィードバック　個人面談　インターン
シップ終了後の定期的な連絡・フォロー

非上場

最後は、今回のプログラムを通して、「自分がチームに貢献したこと」「自分が得意だと思った業務」「それをいかせる仕事」を発表
させ、その仕事をするためにこれから何をすべきかをアドバイスします。

50人未満

教育


